
1

小学校 第１学年 国語科学習指導案

令和６年 10 月７日（月）第５校時

１年１組 児童数 30名

授業者 １年生担任

１ 単元名

はなしをたのしくつないでおはなし名人になろう

教材名 なにに見えるかな（東京書籍１下）

２ 単元について

(1) 単元観

本単元の重点指導事項は、小学校学習指導要領における[ 思考力・判断力・表現力等 ]の「Ａ 話

すこと・聞くこと」 (1)オ「互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐこと。」を取り

上げて指導する。本単元は、「Ａ 話すこと・聞くこと」の「話し合う」の系統に位置付けられる最

初の単元であり、相手の言葉を繰り返したり質問したりして、話をつないでいくことができるよう

になることと、相手の話を受けて話をつないでいく楽しさや、自分の話を受け止めてつないでもら

う喜びを感じられるようにすることをねらいとしている。そこで、本単元では、並べた木の実や葉

が、どのように見えたのかについて話し合うという言語活動を設定した。同じ作品を見ても、そこ

から想像するものが同じとは限らない。友達と考えが違うことを楽しんだり、同じことを喜んだり

しながら話合いに取り組むことができるだろう。さらに、教室内のお勧め図書コーナーに秋の自然

物についての図鑑や関連図書を設置し、児童が常時、自由に手に取って見たり読んだりできるよう

にすることで、単元の学習の指導のねらいをよりよく実現させることにつながると考える。

(2) 児童観

児童は、好奇心旺盛で、興味があることや新しいことに意欲的に取り組む姿が見られた。特に、

クイズ形式を活動の中に取り入れると、意欲的に発言することができる。一学期は、自分の思いを

言葉で伝える力を付けるため、授業の中でペア対話を積極的に設定した。児童は、「まず」「次に」

などの順序を表す言葉を使いながら自分の考えを説明したり、自分の話が伝わるように声の大きさ

について考えながら話したりしてきた。「Ａ 話すこと・聞くこと」の領域においては、大事なこと

を聞き逃さないように集中して聞くこと、経験したことを簡単にまとめて皆の前で話すこと、友達

学習指導要領における指導事項等

【指導事項】

・言葉には、物事の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付く。

[ 知識及び技能 ](1)ア

◎互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐこと。

[ 思考力・判断力・表現力等 ]Ａ(1)オ

・言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうと

する態度を養う。

[ 学びに向かう力、人間性等 ]

【言語活動】

・尋ねたり応答したりするなどして、少人数で話し合う活動。
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の話を聞いて感想を伝えたり質問したりすることを学習してきている。しかし、授業において、相

手の話を集中して聞くことに課題がある児童や、思うように自分の思いを言葉で伝えることが難し

い児童もいる。また、相手が伝えようとしている内容に注意を向けて聞くことが難しい児童もいる。

(3) 指導観

単元を通して、一つの話題に沿って、話したり聞いたりして言葉をつなぐという話合いの基本を

楽しんで身に付けさせていく。

指導に当たっては、生活科の秋見つけの学習と関連させ、事前に落ち葉や木の実を使って作品を

作成させる。秋見つけの際は、園での秋遊びの経験を想起させたり、秋の自然物を使ってやってみ

たいことを図鑑や本から考えさせたりして、児童の興味、関心に沿って十分に秋を楽しませるよう

にする。秋遊びを通して、満足感や達成感を味わわせることで、自分の作品を紹介したいという気

持ちを高めさせる。作品は一つだけではなく、いくつも作成してよいことを伝え、作成した作品を

タブレット端末で撮影しデータを複数保存させる。作成した作品の中から一番のお気に入りを選ん

で友達に紹介することを伝えるようにする。どの作品を選んで紹介するのかは、紹介する当日まで

友達に明かさないように伝え、紹介する楽しみをもたせるようにしたい。

第一次では、９月の「話すこと・聞くこと」の単元である「はなしたいなききたいな」の学習時

の交流場面を動画で見せ、自分たちが話している様子から、良いところや既習事項が生かされてい

るところなどを確認させ、さらに話合いを楽しくするにはどうしたらよいか考えさせる。また、教

員同士の対話の良い例と悪い例の動画を比較させ、「自分も楽しく話をつないでみたい」という意

欲を高めさせる。そして、教科書に掲載されている写真をもとに、並べた木の実や葉がどのような

ものに見えたのかについて話し合わせて学習の見通しをもたせる。

第二次では、教科書の写真について想像したことを、話す役を交代しながら、ペアで繰り返し話

し合わせる。話合いを一回終えるごとにできたことや困ったことを発表させたり、新しく見つけた

言葉や仕草を出し合わせたりして、話合いがより豊かになるようにしていきたい。ペアで話をつな

ぐことに慣れてきたら三人グループで話し合う形態にする。児童や教員の良い例を取り上げ考えさ

せることで、楽しく話し合うための言葉や仕草に気付かせたい。第５時では、それまでに見つけた

話を楽しくつなぐ言葉を使って、自分達が作った作品について発表し合う活動を設定する。発表の

際は、タブレットで撮影した作品を見せ合いながら紹介させる。言葉だけの説明よりも視覚支援が

あることにより、聞き手も興味をもって話を聞くことができ、質問の幅も広がると考えられる。ペ

イント機能で想像した見立てを写真に書き込むことで、言葉の情報だけでは伝えづらいことを、視

覚でも伝えることができるため、楽しみながら効率的な学習を進めることができるだろう。教員か

らの一方通行の授業ではなく、児童がタブレットを使うことにより主体的・協働的な学習となるこ

とも期待している。さらに、児童が安心して自分の思いを表現できるよう、紹介するための話型や

今まで児童が集めてきた話を楽しくつなぐこつを掲示し、確認しながら自分の作品を紹介できるよ

うにする。また、友達の言葉にうなずきながら聞いたり、友達の方を見ながら話し合ったりしてい

る児童を評価し、共感的に話し合える態度の育成につなげたい。

第三次では、本単元で身に付いた力を確認し、自らの成長を感じられるようにするとともに、次

の学習や実生活における話合いへの意欲を高めるようにする。本単元を通して、頑張ったことやで

きるようになったこと、難しかったことなどを振り返り、学んだことをこれからの学習や生活の中

で役立てていけるようにつなげていきたい。
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(4) 幼保小の接続を意識した指導

本校の児童は、就学前に、朝の会や帰りの会で自分の思いを言葉で伝えたり、参観日などで友達

や保護者に感謝の気持ちを伝えたりするなど、設定されている場面で経験したことや考えたことを

言葉で伝える経験をしてきている。しかし、友達と話すときなどは、自分の気持ちを相手に伝える

ことがうまくできないことも多く、その際は、自分の思いを保育者に代弁してもらったり、話合い

に立ち合ってもらったりするなど、保育者を介して相手に自分の気持ちを伝える様子が見られたと

いうことであった。

就学後、「言葉による伝え合い」の観点で児童の４月の実態を観察してみると、授業において、相

手の話を集中して聞くことに課題がある児童や、思うように自分の思いを言葉で伝えることが難し

い児童が見られた。また、１年生担当教員を対象に行った「スタートカリキュラム実施時期の児童

の様子に関する調査」によると、担任の多くが、「聞くこと」において、相手が伝えようとしている

内容に注意を向けて聞くことが難しい児童がいる等、聞く態度に課題を感じていた。「話すこと」に

おいては、自分の意見を表現することが苦手な児童が多いと感じていた。

以上のような実態を踏まえ、幼保小の接続を意識した指導をするに当たっては、児童が「話して

みたい」「聞いてみたい」という思いをもてるような単元づくりや言語活動の導入により、自らの思

いや願いを実現できるようにしていきたい。そこで、保育者が生活や遊びの中で大切にしてきたこ

と、保育に取り入れてきた環境構成や援助等を小学校の授業に生かすために、この単元では、接続

を意識した指導をする上で、大切にしたいことを以下のように設定した。

具体的には、「意欲をもたせるために、クイズ形式を活動の中に取り入れた」という保育者の援助

を踏まえ、毎時間教員が作成した「なにに見えるかなクイズ」を位置付ける等、児童の発言を促す

ような指導を授業の中に取り入れる。また、園において、幼児が自分の思いを言葉で表現すること

が難しい際には、保育者が幼児の思いを受け止め、その思いを言語化したり伝え方を提案したりし

て「言葉による伝え合い」ができるように援助を行っていたことを踏まえ、小学校の授業において

も、児童が安心して自分の思いを表現できるよう、紹介するための話型や今まで子供たちが集めて

きた話を楽しくつなぐこつを掲示しておき、確認しながら自分の作品を紹介できるようにしたい。

そして、教員が児童の話す言葉に共感的に耳を傾け、話題に沿って話すことで、相手と思いを共有

することの楽しさや良さを実感できるように支援したい。

（ア）児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定する。

（イ）自分の考えを伝え、教員や友達が話を聞いてくれる中で、相手と思いを共有することの楽し

さや良さを実感できるようにする。

（ウ）児童の状況に応じて、言葉を付け加えるなどして、児童同士の話が伝わり合うように支援す

る。

（エ）学校生活の中で身近なことを表す言葉などに触れさせ、児童の使用する語句の量を増やす。

（オ）児童が安心して自分の思いを表現できるように、児童の言葉をしっかり受け止め、信頼関係

を構築したり、児童が自己発揮できるような環境を整えたりする。
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３ 単元の目標

(1)言葉には、物事の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くことができ

る。 [ 知識及び技能 ](1)ア

(2)互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなぐことができる。
[ 思考力・判断力・表現力等 ]Ａ(1)オ

(3)言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合
おうとする。 [ 学びに向かう力、人間性等 ]

４ 単元の評価規準

５ 指導と評価の計画 (全６時間)

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

言葉には、物事の内容を表す
働きや、経験したことを伝える
働きがあることに気付いてい
る。［(1)ア］

「話すこと・聞くこと」におい
て、互いの話に関心をもち、相手
の発言を受けて話をつないでい
る。［Ａ(1)オ］

進んで、互いの話に関心をも
って聞き、学習の見通しをもっ
て話をつなごうとしている。

次 時 〇学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
【評価】
評価方法等

一 １

〇学習課題をつかみ、
話し合うことに関
心をもち、学習計画
を立てる。

◎生活科で作成した作品の中から一
番のお気に入りを選んで友達に紹
介することを伝え、活動への意欲を
高める。

【接続（ア）】
◎学習課題に興味・関心がもてるよう
に、教室内に関連図書を設置し、児
童の学習意欲を高める。

【接続（オ）】
◎これまでに、楽しく話をつないだ経
験を想起させ、話合いを楽しくつな
げるにはどうしたらよいかを考え
させ、児童の意見を取り上げながら
学習計画を立て、教室に掲示し、児
童が学習の見通しをもつことがで
きるようにする。

【接続（エ）】

知 思 態 評価規準

２

〇提示された写真を見
て、思い付いたこと
や質問したいことを
発表する。

〇自分が紹介する作
品について、出てき
そうな質問を考え、
紹介文をノートに
書く。

◎導入に「なにに見えるかな」クイズ
を設定し、児童の発表したい意欲を
高める。

【接続（ア）】
・教員が教科書に掲載されている写
真を提示して、何に見えると思った
かを話し合わせる。このとき、どん
な質問ができそうかも合わせて考
えさせる。

〇 ワークシート・

ノート

・友達と楽しく
話をつなぐた
めに、自分が
紹介する文章
を考えている
かの確認。
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二

三

３

〇話を楽しくつなぐ
言葉を意識しなが
ら、ペアで提示され
た写真について話
し合う。

◎話合いごとに、新しく見付けたこと
や困ったことなどを共有させ、気付
いた案を使って話合いが続くよう
支援する。

【接続（ウ）】
◎児童が見付けた話を楽しくつなぐ
言葉は、話し合う際に活用できるよ
うに短冊に書き残し、言葉貯金とし
て教室に掲示する。

【接続（エ）】
◎望ましい話合いの仕方をしている
ペアやグループを取り上げ、皆の前
でロールプレイさせることで、やり
取りの回数を増やしたり、気付いた
ことを使ってみたいという意識を
高めたりすることにつなげる。

【接続（ウ）】

〇 発 言・ 行動観

察・ワークシー

ト・ノート

・話を楽しくつ
なぐ言葉を使っ
て、姿勢や口
形、発声や発
音に注意して
話しているか
の確認。

４

〇前時に見つけた、話
を楽しくつなぐ言葉
を使ってグループで
提示された写真につ
いて話し合う。

・教科書に掲載されている写真から
提示した１枚に対して、三人一組の
グループを作って話し合わせる。

◎友達の話し方や聞き方の良いとこ
ろを見付けて発言させる。

【接続（ウ）】
◎言葉貯金やつなぐ言葉、話型などを
使ってよいことを伝える。

【接続（エ）】

〇 発言・行動観察

・相手の話を受
けてつなげる
良さに気付き
相手の発言を
受けて話をつ
ないでいるか
の確認。

５

〇単元を通して見つけ
た、話を楽しくつな
ぐ言葉や仕草を使っ
てグループで自分の
作品について話し合
う。

〇付箋に友達の作品の
感想や良いところを
文字で伝え合う。

〇制作コーナーで制作
する。

・児童が挙げた言葉や仕草を分類し
てまとめ、「話を楽しくつなぐ言葉
の力」として共有させる。

◎皆でまとめた「話を楽しくつなぐ言
葉の力」を意識させて楽しく話合い
ができるようにする。

【接続（イ）】
◎話合いが終わった班は、友達に作品
の感想や良いところを付箋に書い
て伝え合えるようにする。

【接続（オ）】
◎制作コーナーに秋の自然物を設置
し、友達の作品を見てやってみた
い、自分の作品に付け足してみたい
と思ったことが実現できるように
する。

【接続（オ）】

〇 発言・行動観察

・互いの話に関
心をもち、相
手の発言を受
けて話をつな
ごうとしてい
るかの確認。

６

〇単元の学習を振り
返り、学んだことを
これからどのよう
に生かしていきた
いのかを考える。

◎単元を通して頑張ったことや成長
したと思うことを発表することで、
これからの学習や実生活で活用し
たい場面を考えることができるよ
うにする。

【接続（ア）】
・今後予定している他教科の学習活
動や休み時間における会話などに
おいて、児童が学んだことをどの
ように活用していきたいかをイメ
ージできるようにする。

〇 ノート・発言

・学習を振り
返り、頑張っ
たことや成長
したと思うこ
となどを伝え
合い、これか
らの学習や実
生活で活用し
ていこうとし
ているかの確
認。
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６ 全時間の学習

(１／６時)

(1) 目標

学習課題をつかみ、話し合うことに関心をもつことができる。

(2) 準備物

生活科で制作した秋の作品（生活の学習で事前に作ったもの）の写真が保存されたタブレット、

関連図書や図鑑、電子黒板

(3) 学習の展開

保育園・認定こども園で経験してきたこと 幼保小接続を踏まえた指導の工夫

・劇遊びでは、劇の展開についてアイデアを出

し合ったり、登場人物の台詞を考えたりして

いた。

・黒板に書かれた一日の流れや予定表を見て、

文字に触れたり見通しをもって予定について

話したりしていた。

・植物を育てる中で、本や図鑑で見たことを友

達と言葉で伝え合っていた。

・児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定す

る。 【接続（ア）】

・学校生活の中で身近なことを表す言葉などに触

れさせ、児童の使用する語句の量を増やす。

【接続（エ）】

・児童が安心して自分の思いを表現できるように、

児童の言葉をしっかり受け止め、信頼関係を構築

したり、児童が自己発揮できるような環境を整え

たりする。 【接続（オ）】

学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
☆支援を要する児童への手立て

評価規準
【観点】
（評価方法）

導
入
〔

分
〕

25

見
通
し

１「はなしたいな

ききたいな」の

学習時の交流

場面の動画や

学習後のアン

ケート結果を

見て、「話すこ

と・聞くこと」

の現状を知る。

２教員同士の対

話の動画を見

て、気付いたこ

とを発表する。

３教科書の写真

を見て、タブレ

ットの写真に

自分が何に見

えたのかを書

き込んで発表

する。

◎生活科で作成した作品の中から一番のお

気に入りを選んで友達に紹介することを

伝える。どの作品を選んで紹介するのか

は、紹介する当日まで友達に明かさないよ

うに声をかける。 【接続（ア）】

◎「話すこと・聞くこと」の前単元の学習の

様子を動画で見せたり、学習後に取ったア

ンケート結果を提示したりして、児童に、

自分たちの「話すこと・聞くこと」の現状

を客観的に捉えることができるようにす

る。 【接続（ア）】

◎良い例と悪い例を比較させ、「自分も楽し

く話をつないでみたい」という意欲を高め

るようにする。 【接続（ア）】

・タブレットに教科書の写真をカードにし

て、児童に配布しておく。ペイント機能で、

想像した見立てを写真に直接書き込むよ

う伝える。

・児童の発表に対して、教師は相槌を打った

り、復唱して確かめたり質問したりしてや

り取りをつなぐようにし、そのこつや良さ

を児童に気付かせるようにする。

☆写真から何に見えるのかを想像できない
でいる児童には、正解があるものではない
ことを伝えて安心させたり、他の児童が発
表した意見の中から近いものを発表させ
たりする。
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(4) 板書計画

導
入
〔

分
〕

25

見
通
し

・発表を振り返り、同じ写真を見ても、見え

方が同じ人と違う人がいることの面白さ

に気付かせ、話し合うことへの意欲をもた

せる。

・教員とのやり取りを想起させ、話合いを楽

しくつなげるにはどうしたらよいかを考

えさせ、児童が気付いたことを板書する。

・児童から出た「話を楽しくつなぐこつ」が

本単元で身に付けたい「言葉の力」である

ことを伝え、これらが使えるようになるこ

とが学習のねらいであることをつかませ

る。

展
開
〔

分
〕

15

解
決
活
動

４葉や木の実な

どを組み合わ

せて何かに見

立てることや

友達の考えを

聞くことを通

して、話をつな

ぐことに関心

をもち、学習課

題を確かめて、

学習の計画を

立てる。

◎これまでに、楽しく話をつないだ経験を想

起させ、話合いを楽しくつなげるにはどう

したらよいか考えさせ、児童の意見を取り

上げながら学習計画を立て、学習の見通し

をもつことができるようにする。

【接続（エ）】

◎学習課題に興味・関心がもてるように、教

室内に関連図書を設置し、児童の学習意欲

を高めるようにする。 【接続（オ）】

終
末
〔
５
分
〕

ま
と
め
・
振
り
返
り

５本時の学習を
振り返る。

・これから頑張ろうと思うことや成長したい
と思うことをノートに書いて発表する。

・次時は、話合いで話す内容について考える
ことを伝える。

な
に
に
見
え
る
か
な

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
お
は
な
し
名
人
に
な
ろ
う

み
ん
な
で
ま
な
ぶ
「
こ
と
ば
の
力
」

ふ
り
か
え
り

がくしゅうのけいかくを立てよう。

が
く
し
ゅ
う
け
い
か
く

１
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
る

２
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う

３
と
も
だ
ち
と
は
な
す

４
ま
と
め
る

・
ね
ず
み

・
ね
こ

・
た
ぬ
き

写真

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
ぐ
こ
つ

〇
う
け
と
め
る

「
な
る
ほ
ど
。」「
ほ
ん
と
う
だ
ね
。」

「
す
て
き
だ
ね
。」「
〇
〇
な
ん
で
す
ね
。」

う
な
ず
く

え
が
お
で
き
く

〇
し
つ
も
ん
す
る

「
ど
の
ぶ
ぶ
ん
が
〇
〇
で
す
か
。」

「
〇
〇
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。」

が
く
し
ゅ
う
の
け
い
か
く
を
立
て
よ
う
。
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(２／６時)

(1) 目標

写真から想像を広げて、話合いで話すことを考えることができる。

(2) 評価規準と評価方法

友達と楽しく話をつなぐために、自分が紹介する文章を考えているかの確認。

(3) 準備物

教科書の写真、関連図書や図鑑、ワークシート、電子黒板、タブレット

(4) 学習の展開

保育園・認定こども園で経験してきたこと 幼保小接続を踏まえた指導の工夫
・クイズを楽しむ時間を設け、クイズを作って、
出し合ったり答えてもらったりするなど、関
わり合うことを楽しみながら聞いたり話した
りしていた。

・児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定す
る。 【接続（ア）】

学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
☆支援を要する児童への手立て

評価規準
【観点】
（評価方法）

導
入
〔
５
分
〕

見
通
し

１本時の課題を
つかむ。

◎導入に「なにに見えるかな」クイズを設定
し、児童の発表したい意欲を高める。

【接続（ア）】
・本単元では、生活科の学習で作成した作品
が何に見えるかについて話し合うことを
確かめ、本時のめあてをつかませる。

展
開
〔

分
〕

30

解
決
活
動

２提示された写
真を見て、思い
ついたことや
質問したいこ
とを発表する。

３自分が紹介す
る作品につい
て、紹介文をノ
ートに書く。

・話合いをつなぐこつの一つが質問であった
ことを想起させる。

・教員が教科書に掲載されている写真を１枚
提示して、何に見えると思ったかを話させ
る。児童に写真に対する質問を考えさせ発
表させる。児童から出た質問は板書してお
く。

・友達の質問に答えられるように、自分の作
品を紹介する内容を考えさせる。

・紹介文を考え終えた児童には、さらに詳し
く紹介文を付け足したり、別の作品の紹介
文を考えたりしてもよいことを伝える。

☆質問が思いつかない児童には、教員が板書
の質問を用いて問いかけ、その質問の答え
を考えさせるようにする。

【思考力・判断力・表
現力】（ワークシー
ト・ノート）
・友達と楽しく話をつ
なぐために、自分が
紹介する文章を考え
ているかの確認。

終
末
〔

分
〕

10

ま
と
め
・
振
り
返
り

４学習したこと
をまとめる。

・本時で頑張ったことや成長したと思うこと
をノートに書いて発表させる。

・次時は、楽しく話をつなぐ言葉を集めるこ
とを伝える。

ともだちのしつもんにこたえることができると、はなしがひろがり、

たのしくはなしをつなぐことができる。

はなしあいではなすことをかんがえよう。
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(5) 板書計画

な
に
に
見
え
る
か
な

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
お
は
な
し
名
人
に
な
ろ
う

〇
ど
ん
な
し
つ
も
ん
が
で
て
く
る
か
な
。

「
ど
れ
が
な
に
に
見
え
ま
す
か
。」

「
〇
〇
が
～
で
す
か
。」

「
ど
の
ぶ
ぶ
ん
が
～
で
す
か
。」

「
〇
〇
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。」

〇
し
つ
も
ん
の
こ
た
え
を
か
ん
が
え
よ
う
。

ふ
り
か
え
り

が
く
し
ゅ
う
け
い
か
く

１
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
る

２
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う

３
と
も
だ
ち
と
は
な
す

４
ま
と
め
る

ち
ょ
う
ち
ょ
に
見
え
ま
す
。

写真

は
な
し
あ
い
で
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
よ
う
。

と
も
だ
ち
の
し
つ
も
ん
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
は
な

し
が
ひ
ろ
が
り
、
た
の
し
く
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
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(３／６時)

(1) 目標

教員とのやり取りやペアでの対話を通して、話を楽しくつなぐ言葉を見つけることができる。

(2) 評価規準と評価方法

話を楽しくつなぐ言葉を使って、姿勢や口形、発声や発音に注意して話しているかの確認。

(3) 準備物

教科書の写真、関連図書や図鑑、ワークシート、前時で出た「言葉の力」の短冊、考えたことを

話すための話型、電子黒板、タブレット

(4) 学習の展開

保育園・認定こども園で経験してきたこと 幼保小接続を踏まえた指導の工夫
・クイズを楽しむ時間を設け、クイズを作って、
出し合ったり答えてもらったりするなど、関
わり合うことを楽しみながら聞いたり話した
りしていた。
・保育者が、幼児の思いを代弁したり話合いに
立ち合ったりすることで、自分の思いを伝え
ることができていた。
・詩や歌に親しんだり言葉遊びなどをしたりす
ることを通して、新しい言葉や表現などに触
れ、言葉で表現する楽しさを味わっていた。

・児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定す
る。 【接続（ア）】

・児童の状況に応じて、言葉を付け加えるなどし
て、児童同士の話が伝わり合うように支援する。

【接続（ウ）】
・学校生活の中で身近なことを表す言葉などに触
れさせ、児童の使用する語句の量を増やす。

【接続（エ）】

学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
☆支援を要する児童への手立て

評価規準
【観点】
（評価方法）

導
入
〔
５
分
〕

見
通
し

１本時の課題を
つかむ。

◎導入に「なにに見えるかな」クイズを設定
し、児童の発表したい意欲を高める。

【接続（ア）】
・前時は、話合いで話すことについて考えた
ことを想起させる。

展
開
〔

分
〕

30

解
決
活
動

２教員とやり取
りをしたり、教
員と友達のや
り取りを見た
りして、話を楽
しくつなぐ言
葉を見つける。

３タブレットを
使って、話を楽
しくつなぐ言
葉を意識しな
がら、ペアで話
し合う。

・楽しく話をつなぐこつを確かめるために、
皆の前で話したい児童を数名募り、教師と
児童のペアでの話合いを見せる。

・聞いている児童の態度や反応の中でこつに
つながるものがあれば取り上げる。

◎児童が見つけた話を楽しくつなぐ言葉は、
話し合う際に活用できるように短冊に書
き残し、言葉貯金として教室に掲示してい
くようにする。 【接続（エ）】

・言葉だけでなく、表情や姿勢、仕草などに
も目を向けさせる。

・教科書に掲載されている写真を１枚児童の
タブレットに配布し、その写真について話
し合うよう伝える。

◎話合いごとに、新しく見つけたことや困っ
たことなどを共有させ、気付いたことを使
って話合いが続くよう支援する。

【接続（ウ）】

【知識・技能】
（発言・行動観察・ワ
ークシート・ノート）
・話を楽しくつなぐ言
葉を使って、姿勢や
口形、発声や発音に
注意して話している
かの確認。

はなしをたのしくつなぐことばをあつめよう。
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(5) 板書計画

展
開
〔

分
〕

30

解
決
活
動

◎望ましい話合いの仕方をしているペアや
グループを取り上げ、皆の前でロールプレ
イさせ、やり取りの回数を増やしたり、気
付いたことを使ってみたいという意識を
高めたりする。 【接続（ウ）】

☆話すことが分からないでいる場合、相手か
ら聞き取ったことを復唱したり、話型を使
って具体的な部分を確認する質問をした
りしてみるよう促す。

・教科書の他の写真も用意しておき、様々な
写真について話し合えるようにしておく。

終
末
〔

分
〕

10

ま
と
め
・
振
り
返
り

４学習したこと
をまとめる。

・本時で頑張ったことや成長したと思うこと
をノートに書いて発表させる。

・次時は、今まで見つけた話を楽しくつなぐ
言葉を使って、話をつなぎながら話し合う
ことを伝える。

な
に
に
見
え
る
か
な

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
お
は
な
し
名
人
に
な
ろ
う

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
ぐ
こ
と
ば
の
力

・
か
わ
い
い
ね
。

・
い
い
ね
。

・
お
も
し
ろ
い
ね
。

・
た
の
し
そ
う
だ
ね
。

・
な
る
ほ
ど

・
ど
れ
が
な
に
に
見
え
ま
す
か
。

・
〇
〇
が
～
で
す
か
。

・
ど
の
ぶ
ぶ
ん
が
～
で
す
か
。

・
〇
〇
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。

・
う
な
ず
く
。

・
え
が
お
で
き
く
。

・
お
し
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ふ
り
か
え
り

はなしをつなぐことばは、たくさんある。はなしをつなぐことばをつかう

と、たのしくはなしをつなぐことができる。また、あいての目を見てきいた

り、うなずきながらきいたりするとあいてがたのしくはなすことができる。

が
く
し
ゅ
う
け
い
か
く

１
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
る

２
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う

３
と
も
だ
ち
と
は
な
す

４
ま
と
め
る

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う
。

は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
。
は
な
し
を

つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
つ
か
う
と
、
た
の
し
く
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
は
な
し
を
き
く
と
き
は
、
あ
い
て
の
目

を
見
て
き
い
た
り
、
う
な
ず
き
な
が
ら
き
い
た
り
す
る
と
あ
い

て
が
た
の
し
く
は
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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(４／６時)

(1) 目標

前時に見つけた話を楽しくつなぐ言葉を使ってグループで話し合うことができる。

(2) 評価規準と評価方法

相手の話を受けてつなげる良さに気付き、相手の発言を受けて話をつないでいるかの確認。

(3) 準備物

教科書の写真、関連図書や図鑑、前時で出た「言葉の力」の短冊、考えたことを話すための話型、

電子黒板

(4) 学習の展開

保育園・認定こども園で経験してきたこと 幼保小接続を踏まえた指導の工夫
・クイズを楽しむ時間を設け、クイズを作って、
出し合ったり答えてもらったりするなど、関
わり合うことを楽しみながら聞いたり話した
りしていた。
・友達の良いところを見つけて感謝の気持ちを
伝えていた。

・保育者が、幼児の思いを代弁したり話合いに
立ち合ったりすることで、自分の思いを伝え
ることができていた。
・当番活動のグループ名を班で決めたり、園の
行事について意見を出し合ったりするなど、
自分の考えを出したり相手の考えを受け入れ
たりしていた。

・児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定す
る。 【接続（ア）】

・自分の考えを伝え、教員や友達が話を聞いてくれ
る中で、相手と思いを共有することの楽しさや良
さを実感できるようにする。 【接続（イ）】
・児童の状況に応じて、言葉を付け加えるなどし
て、児童同士の話が伝わり合うように支援する。

【接続（ウ）】
・学校生活の中で身近なことを表す言葉などに触
れさせ、児童の使用する語句の量を増やす。

【接続（エ）】

学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
☆支援を要する児童への手立て

評価規準
【観点】
（評価方法）

導
入
〔
５
分
〕

見
通
し

１本時の課題を
つかむ。

◎導入に「なにに見えるかな」クイズを設定
し、児童の発表したい意欲を高める。

【接続（ア）】
・前時に集めた話を楽しくつなぐ言葉を確か
めさせる。

展
開
〔

分
〕

30

解
決
活
動

２タブレットを
見ながら、グル
ープを作って
話し合う。

・友達の話合い
の良いところ
を見つけて発
表する。

・教員が教科書に掲載されている写真から提
示した１枚の写真に対して、三人一組のグ
ループで話し合わせる。

・机一つを三人で囲む、机を全員分くっつけ
る、机をよけて椅子だけで向かい合うな
ど、実態に応じて話しやすい形態を工夫す
る。

・うなずくことや相手の目を見ること、笑顔
で話したり聞いたりすることなど、言葉以
外の態度にも着目できるようにする。

◎友達の話し方や聞き方の良いところを見
つけて発言させるようにする。

【接続（ウ）】
◎言葉貯金やつなぐ言葉、話型などを使って
よいことを促す。 【接続（エ）】

☆話合いが停滞しているグループには、言葉
がつながらなくてもよいので考えを聞い
て思ったことを言ってみるよう促したり、
困っていることを尋ねて助言したりする。

【思考・判断・表現】
発言・行動観察
・相手の話を受けてつ
なげる良さに気付
き、相手の発言を受
けて話をつないでい
るかの確認。

えがおではなすためには、どんなことにきをつけてはなしあうといいかな。
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(5) 板書計画

展
開
〔

分
〕

30

解
決
活
動

・グループで楽
しく話し合う
ための方法に
ついて考える。

・考えたことを
話す役を交代
して話し合う。

・複数で話すことに抵抗を感じる児童には、
交互に発言するようにしたり、他の児童に
発言を促したりするなど、互いに認め合う
雰囲気を大事にしながら応答する機会を
多く経験できるように支援する。

・考えたことを話す役を交代するごとに話合
いの時間を区切り、できたことや困ったこ
とを発表させる。新しく見つけたことや気
付いたことも発表させる。

◎交互に発言するようにしたり、他の児童に
発言を促したりするなど、互いに認め合う
雰囲気を大事にしながら話し合えるよう
にする。 【接続（イ）】

終
末
〔

分
〕

10

ま
と
め
・
振
り
返
り

３学習したこと
をまとめる。

・本時で頑張ったことや成長したと思うこと
をノートに書いて発表させる。

・新たに見つけたことを共有させるととも
に、言葉をつないでもらって感じたことを
発表させ、心情面への気付きを促す。

・次時は、今まで見つけた話を楽しくつなぐ
言葉を使いながら、自分が作成した秋の作
品について話し合うことを伝える。

な
に
に
見
え
る
か
な

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
お
は
な
し
名
人
に
な
ろ
う

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
ぐ
こ
と
ば
の
力

（
ま
え
の
じ
か
ん
）

・
か
わ
い
い
ね
。

・
い
い
ね
。

・
な
る
ほ
ど
。

・
お
も
し
ろ
い
ね
。

・
た
の
し
そ
う
だ
ね
。

・
ど
れ
が
な
に
に
見
え
ま
す
か
。

・
〇
〇
が
～
で
す
か
。

・
ど
の
ぶ
ぶ
ん
が
～
で
す
か
。

・
〇
〇
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か
。

・
う
な
ず
く
。

・
え
が
お
で
き
く
。

・
お
し
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

（
き
ょ
う
）

・
ほ
ん
と
う
だ
。

・
〇
〇
が
～
な
ん
だ
ね
。

・
目
を
見
て
き
く

・
い
っ
し
ょ
だ
ね
。

・
す
ご
い
ね
。

・
わ
た
し
（
ぼ
く
）
は
〇
〇
と
お
も
っ
た
よ
。

ふ
り
か
え
り

あいてがたのしくはなせるように、ことばをつないだり、えが

おできいたりすると、えがおではなしあうことができる。

が
く
し
ゅ
う
け
い
か
く

１
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
る

２
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う

３
と
も
だ
ち
と
は
な
す

４
ま
と
め
る

え
が
お
で
は
な
す
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
き
を
つ
け
て

は
な
し
あ
う
と
い
い
か
な
。

あ
い
て
が
た
の
し
く
は
な
せ
る
よ
う
に
、
こ
と
ば
を
つ
な

い
だ
り
、
え
が
お
で
き
い
た
り
す
る
と
、
え
が
お
で
は
な
し

あ
う
こ
と
が
で
き
る
。
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(５／６時)本時

(1) 本時の目標

互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて、つなぐ言葉や仕草を使って話し合うことができる。

(2) 本時の評価規準

互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話をつなごうとしているかの確認。

(3) 準備物

生活科で制作した秋の作品を撮影したタブレット、関連図書や図鑑、これまで見つけてきた言葉

や仕草を書いた短冊、電子黒板

(4) 学習の展開

保育園・認定こども園で経験してきたこと 幼保小接続を踏まえた指導の工夫
・クイズを楽しむ時間を設け、クイズを作って、
出し合ったり答えてもらったりするなど、関
わり合うことを楽しみながら聞いたり話した
りしていた。
・遊びのルールや工夫について友達と話し合
い、会話を楽しんでいた。

・朝の会や帰りの会などで友達の良いところを
見つけて感謝の気持ちを伝えていた。

・児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定す
る。 【接続（ア）】

・自分の考えを伝え、教員や友達が話を聞いてくれ
る中で、相手と思いを共有することの楽しさや良
さを実感できるようにする。 【接続（イ）】
・児童が安心して自分の思いを表現できるように、
児童の言葉をしっかり受け止め、信頼関係を構築
したり、児童が自己発揮できるような環境を整え
たりする。 【接続（オ）】

学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
☆支援を要する児童への手立て

評価規準
【観点】
（評価方法）

導
入
〔
５
分
〕

見
通
し

１本時の課題を
つかむ。

◎導入に「なにに見えるかな」クイズを設定
し、児童の発表したい意欲を高めるような
雰囲気づくりをする。 【接続（ア）】

・前時までどんな学習をしてきたのかを振り
返らせ、本時は、自分が生活科で作った作
品について話し合うことを伝える。

展
開
〔

分
〕

25

解
決
活
動

２話を楽しくつ
なぐ言葉や仕
草を分類して
まとめる。

・それぞれが学んだ楽しく話をつなぐ言葉や
仕草について問う。

・児童の挙げた言葉や仕草を分類してまと
め、「話を楽しくつなぐ言葉の力」として全
体で共有する。

・今まで集めた言葉や仕草は、短冊に書き残
しておき、児童から出た話を楽しくつなぐ
こつとして言葉の貯金をしていくように
する。児童が話をつなぐこつを貯めたり増
やしたりする楽しさを味わうことができ
るようにしておく。

はなしをたのしくつないではなしあおう。

T：今まで学習してきた話をつなぐこつは、どのような
ものがありましたか。

S：「いいね。」とか「なるほど。」とか。
S：「〇〇はなにをしているところですか」と質問をし
たら、話がつながります。

T：話をつなげてもらうと、どんな気持ちになれますか。
S：嬉しくなる。
S：笑顔で聞いてくれたら、話すことが楽しくなります。
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展
開
〔

分
〕

25

解
決
活
動

３自分が制作し
た秋の作品に
ついて、タブレ
ットを見せな
がら何に見え
るかをグルー
プで話し合う。

・付箋に友達の
作品の感想や
良いところを
文字で伝え合
ったり、制作コ
ーナーで制作
をしたりする。

◎皆でまとめた「話を楽しくつなぐ言葉の
力」を意識させて楽しく話合いができるよ
うにする。 【接続（イ）】

・クイズ形式で紹介してみるなど、自分なり
の表現方法を選択し、伸び伸びと自分の感
じたことや考えたことを紹介できるよう
声をかけるようにする。

・友達に紹介する際は、写真に直接書き込み
を行い、分かりやすく説明してもよいこと
を伝える。

◎友達の話す言葉に共感的に耳を傾け、話題
に沿って話すことで、相手と思いを共有す
ることの楽しさや良さを実感できるよう
に支援する。 【接続（イ）】

☆話すことが分からないでいる児童には、相
手から聞き取ったことを復唱させたり、話
型を使って具体的な部分を確認する質問
をさせたりするよう促す。

◎教室に付箋を準備し、話合いが終わった班
には、作品の感想や良いところを友達に文
章で伝え合えるように付箋に書かせる。

【接続（オ）】
◎制作コーナーに秋の自然物を準備してお
き、友達の作品を見てやってみたい、自分
の作品に付け足してみたいと思ったこと
が実現できるようにする。 【接続（オ）】

【思考力・判断力・表
現力】
（発言・行動観察）
・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受
けて話をつなごうと
しているかの確認。

終
末
〔

分
〕

15
ま
と
め

４単元を通して、
頑張ったこと
や楽しかった
と思うことを
発表する。
・友達の話合い
の良いところ
を見つけて発
表する。

☆思い浮かばない児童には、前時よりできる
ようになったことや特に意識した「言葉の
力」を問うようにする。また、一緒に話合
いをした児童から、良かったところや頑張
っていたところを伝えてもらうようにす
る。

・児童が安心して自分の思いを表現できるよ
うに、児童の言葉をしっかり受け止め、十
分に聞くようにする。

・共感的に話をつなぐことで、自分の考えを
受け入れてもらえる安心感につながるこ
とに気付かせるようにする。

・話し合うことの喜びや、やりがいを共有し、
友達と話をつなぎながら自分のお気に入
りの作品を紹介できたことの達成感を味
わうことができるようにする。

「たのしくはなしをつなぐこつ」をつかうと、はなしをたのしく

つなぐことができた。

S１：私は、これが女の子に見えます。
S２：顔を描き入れていてかわいいね。
S３：かわいいよね。女の子は何をしているところで

ですか。

S１：庭の掃除をしているところです。
S２：イチョウでほうきを表しているんだね。
S３：すごいアイデアだね。女の子のとなりにある家

は女の子の家ですか。

S１：そう。
S２：この女の子はきれい好きなんだね。
S３：季節はいつですか。
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(5) 板書計画

振
り
返
り

５本時で身に付
いた力を振り
返る。

・次時は、単元を振り返り、これからの学習
や実生活で活用したい場面を考えること
を伝える。

な
に
に
見
え
る
か
な

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
お
は
な
し
名
人
に
な
ろ
う

〇
う
け
と
め
る

・
か
わ
い
い
ね

・
た
の
し
そ
う
だ
ね

・
い
い
ね

・
な
る
ほ
ど

・
ほ
ん
と
う
だ

・
お
も
し
ろ
い
ね

・
す
ご
い
ね

・
い
っ
し
ょ
だ
ね

・
〇
〇
が
～
な
ん
だ
ね

お
し
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

・
わ
た
し
は
（
ぼ
く
は
）
〇
〇
と
お
も
っ
た
よ

・
目
を
見
て
き
く

・
う
な
ず
く

・
え
が
お
で
き
く

〇
し
つ
も
ん
す
る

・
〇
〇
が
～
で
す
か

・
ど
の
ぶ
ぶ
ん
が
～
で
す
か

・
〇
〇
は
な
に
を
し
て
い
ま
す
か

ふ
り
か
え
り

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
は
な
し
あ
お
う
。

が
く
し
ゅ
う
け
い
か
く

１
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
る

２
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う

３
と
も
だ
ち
と
は
な
す

４
ま
と
め
る

ことば

しぐさ

「
た
の
し
く
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
つ
」
を
つ
か
う
と
、

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
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(６／６時)

(1) 目標

単元の学習を振り返り、自分の成長に気付くことができる。

(2) 評価規準と評価方法

学習を振り返り、頑張ったことや成長したと思うことなどを伝え合い、これからの学習や実生活

で活用していこうとしているかの確認。

(3) 準備物

関連図書や図鑑、前時で出た「言葉の力」の短冊、電子黒板

(4) 学習の展開

保育園・認定こども園で経験してきたこと 幼保小接続を踏まえた指導の工夫
・クイズを楽しむ時間を設け、クイズを作って、
出し合ったり答えてもらったりするなど、関
わり合うことを楽しみながら聞いたり話した
りしていた。
・伝えたいことや楽しかったことなどを皆の前
で発表していた。

・児童が言葉で伝えたくなるような課題を設定す
る。 【接続（ア）】
・自分の考えを伝え、教員や友達が話を聞いてくれ
る中で、相手と思いを共有することの楽しさや良
さを実感できるようにする。 【接続（イ）】

学習活動
・指導上の留意点

◎幼保小接続を踏まえた指導の工夫
☆支援を要する児童への手立て

評価規準
【観点】
（評価方法）

導
入
〔
５
分
〕

見
通
し

１本時の課題を
つかむ。

◎導入に「なにに見えるかな」クイズを設定
し、児童の発表したい意欲を高める。

【接続（ア）】
・前時にまとめた話を楽しくつなぐ言葉を確
かめさせ、本単元でどんな学習をしてきた
か振り返らせる。

展
開
〔

分
〕

20

解
決
活
動

２学習を振り返
り、互いの成長
を確かめる。

◎単元を通して頑張ったことや成長したと
思うことをノートに書いて発表させ、これ
からの学習や実生活で活用したい場面を
考えさせる。 【接続（ア）】

・児童一人ひとりが自分の成長を実感できる
ように、できる限り全員発表させる。

☆頑張ったことや成長したと思うことを発
表することに抵抗感がある児童には、互い
に頑張ったことを喜び合う場であること
を伝え、他の児童と重複してもよいので、
自分が一番頑張ったことを発表するよう
促す。

【主体的に学習に取
り組む態度】
（ノート・発言）
・学習を振り返り、頑
張ったことや成長
したと思うことな
どを伝え合い、これ
からの学習や実生
活で活用していこ
うとしているかの
確認。

終
末
〔

分
〕

20

ま
と
め
・
振
り
返
り

３単元の学習を
振り返り、これ
からどのよう
に生かしてい
きたいかを考
える。

・今後予定している他教科の学習活動や休み
時間における会話などにおいて、児童が学
んだことをどのように活用していきたい
かイメージできるようにする。

・本単元で学んだことを、今後の生活や学習
に生かしていくよう促す。

これからの生かつやがくしゅうで、たのしくはなしをつなぐこつ

をつかうと、あいてとたのしくはなすことができる。

がんばったことやせいちょうしたとおもうことをはっぴょうしよう。
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(5) 板書計画

な
に
に
見
え
る
か
な

は
な
し
を
た
の
し
く
つ
な
い
で
お
は
な
し
名
人
に
な
ろ
う

が
ん
ば
っ
た
こ
と
・
せ
い
ち
ょ
う
し
た
こ
と

・
し
つ
も
ん
を
た
く
さ
ん
か
ん
が
え
ら
れ
た
。

・
と
も
だ
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
は
っ
き
り
は
な
し
が
で
き
た
。

・
た
く
さ
ん
の
人
と
は
な
し
た
。

・
た
く
さ
ん
つ
な
げ
て
は
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

・
と
も
だ
ち
の
目
を
見
て
は
な
し
た
り
、
き
い
た
り
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

・
う
な
ず
い
て
は
な
し
を
き
い
た
。

・
と
も
だ
ち
の
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
き
い
て
、
く
り
か
え
す

こ
と
が
う
ま
く
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
い
か
せ
る
か
な

・
先
生
や
と
も
だ
ち
と
は
な
す
と
き

・
ち
い
き
の
人
に
は
な
し
を
き
く
と
き

・
か
ぞ
く
と
は
な
す
と
き

・
が
っ
き
ゅ
う
か
い
で
は
な
し
あ
う
と
き

ふ
り
か
え
り

が
く
し
ゅ
う
け
い
か
く

１
は
な
す
こ
と
を
か
ん
が
え
る

２
は
な
し
を
つ
な
ぐ
こ
と
ば
を
あ
つ
め
よ
う

３
と
も
だ
ち
と
は
な
す

４
ま
と
め
る

が
ん
ば
っ
た
こ
と
や
せ
い
ち
ょ
う
し
た
と
お
も
う
こ
と

を
は
っ
ぴ
ょ
う
し
よ
う
。

こ
れ
か
ら
の
生
か
つ
や
が
く
し
ゅ
う
で
、
た
の
し
く
は

な
し
を
つ
な
ぐ
こ
つ
を
つ
か
う
と
、
あ
い
て
と
た
の
し
く

は
な
す
こ
と
が
で
き
る
。


